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●○結婚した理由
現在の配偶者と結婚した理由について、15

項目の中から、あてはまるものを選んでもら
った（複数回答）。その結果について、妻全
体と夫全体で集計し、妻の回答率の高いもの
から順に並べたものが表 1 － 1 － 1である。
妻・夫ともに、「一緒に生活したいと思った
から」という理由が突出している（妻84.2％、
夫89.5％）。ついで、妻・夫ともに、「精神的
な安らぎが得られると思ったから」（妻55.0％、
夫48.1％）、「結婚する年齢になったと思った
から」（妻32.9％、夫37.0％）という理由が続
く。「子どもが欲しかったから」という理由
は上位 4 番目で、妻16.8％、夫20.1％であっ
た。「子どもが予定外にできてしまったから」
という理由は、妻9.1％、夫6.9％であった。
妻と夫で差がみられたのは、「身の回りの世
話をしてあげたかったから」（妻が多く、9.5
ポイントの差）と、「身の回りの世話をして
ほしいと思ったから」（夫が多く、11.6ポイ
ントの差）であった。
結婚時の年齢を、24歳以下、25～29歳、30

～34歳、35歳以上の 4グループに分けて、年
齢によって結婚した理由に特徴があるかどう
かをみた結果、顕著な差があったのは 5項目
であった（表 1 －1 － 2）。「子どもが予定外
にできてしまったから」は、24歳以下のグル
ープが妻19.7％、夫19.5％で、もっとも多か
った。「親を安心させたかったから」「老後、
独りではさびしいから」は、妻・夫ともに、
年齢が上がると選択する率も上がっていく。
夫については、「社会的信用が得られると思
ったから」という理由で、35歳以上のグルー

プになると回答率が上がる。
「結婚する年齢になったと思ったから」を
選択する割合は、妻は25～29歳（38.6％）と
30～34歳（36.2％）が多い。夫は30～34歳
（47.0％）がもっとも多く、ついで35歳以上
の回答率が37.5％で、25～29歳（37.1％）を
わずかながら上回る。結婚適齢期の年齢につ
いては、男性のほうが女性より幅があるよう
である。

●○出会いから結婚までの交際期間
現在の配偶者と結婚するまでに、どのくら

いの交際期間があったのだろうか。全体での
平均期間は、妻 3 年 1 か月（最小値 1 か月、
最大値17年 4 か月）、夫 3 年 1 か月（最小値
0.5 か 月、最大値17年 0 か月）であった（本
分析のデータは、妻と夫をカップリングさせ
ていないことに注意されたい）。
結婚時の年齢グループ別にみてみると（図

1 －1 －1、図 1 －1 －2）、妻・夫ともに結婚
時に30歳未満の場合は、交際期間「 1年 1 か
月～ 3年以内」で結婚する人が、24歳以下の
グループでは妻46.2％、夫43.5％、25～29歳
のグループでは妻38.6％、夫39.3％ともっと
も多くなっている。30～34歳のグループでも、
交際期間「 1年 1か月～ 3年以内」が妻38.9
％、夫39.1％でもっとも多いが、「 1 年以内」
の交際で結婚した人の割合も、妻34.5％、夫
29.7％と多くなってくる。35歳以上のグルー
プでは、妻・夫ともに交際期間「 1 年以内」
で結婚した割合が 4割を超えていた（妻44.8
％、夫44.4％）。

結婚から妊娠までの経緯��1

この節では、結婚した理由や交際期間、妊娠の経緯、出産を決めた理由など、
結婚から妊娠までの実態についてみていきたい。�
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  妻全体 夫全体�

一緒に生活したいと思ったから 84.2 89.5�

精神的な安らぎが得られると思ったから 55.0 48.1�
結婚する年齢になったと思ったから 32.9 37.0�

子どもが欲しかったから  16.8 20.1�

親を安心させたかったから  16.8 17.6�

身の回りの世話をしてあげたかったから 13.6 4.1�

老後、独りではさびしいから  12.4 12.1�

子どもが予定外にできてしまったから 9.1 6.9�

なんとなく  7.3 5.8�

自分は結婚はまだだと思っていたが、相手が望んだから 5.3 5.3�

周りがどんどん結婚したから  4.3 2.6�

経済的理由から  4.0 2.9�

社会的信用が得られると思ったから 2.7 6.5�

身の回りの世話をしてほしいと思ったから 1.8 13.4�

その他  3.0 1.7�

�

�

�

�

�

�

  妻全体 夫全体�

  19.7 19.5�

  6.5 4.8�

  6.7 5.1�

  10.1 6.0�

  6.5 9.0�

  16.8 14.6�

  24.5 20.5�

  28.4 30.6�

  8.1 7.6�

  11.9 11.3�

  17.0 12.4�

  19.3 19.4�

  2.0 2.4�

  2.0 6.9�

  5.7 4.8�

  2.8 11.1�

  16.2 14.8�

  38.6 37.1�

  36.2 47.0�

  29.4 37.5

表1－1－1　結婚した理由�

表1－1－2　結婚した理由（結婚時の年齢グループ別）�
（％）�

（％）�

子どもが予定外にできて
しまったから�

結婚する年齢になったと
思ったから�

親を安心させたかったか
ら�

老後、独りではさびしい
から�

社会的信用が得られると
思ったから�

24歳以下 （妻493人／夫210人）�

25～29歳（妻1374人／夫849人）�

30～34歳（妻506人／夫526人）�

35歳以上（妻109人／夫216人）�

24歳以下 （妻493人／夫210人）�

25～29歳（妻1374人／夫849人）�

30～34歳（妻506人／夫526人）�

35歳以上（妻109人／夫216人）�

24歳以下 （妻493人／夫210人）�

25～29歳（妻1374人／夫849人）�

30～34歳（妻506人／夫526人）�

35歳以上（妻109人／夫216人）�

24歳以下 （妻493人／夫210人）�

25～29歳（妻1374人／夫849人）�

30～34歳（妻506人／夫526人）�

35歳以上（妻109人／夫216人）�

24歳以下 （妻493人／夫210人）�

25～29歳（妻1374人／夫849人）�

30～34歳（妻506人／夫526人）�

35歳以上（妻109人／夫216人）�

注1）複数回答。�
注2）妻全体＝妊娠期妻＋育児期妻、夫全体＝妊娠期夫＋育児期夫。�

注1）複数回答。�
注2）妻全体＝妊娠期妻＋育児期妻、夫全体＝妊娠期夫＋育児期夫。�
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図1－1－1　交際期間（妻全体、結婚時の年齢グループ別）�

（％）�

24歳以下（483人）�

25～29歳（1356人）�

30～34歳（496人）�

35歳以上（105人）�

　21.7 　　　　　　　　　46.2 　　　　　　　　　　24.0 　　　 8.1�

20.4 　　　　　　　　38.6 　　　　　　　 20.1 　　　　 20.9�

　　 34.5 　　　　　　　　　　38.9 　  　　　　 11.7 　　14.9�

　　　　44.8 　　　　　　　　　　28.6 　　　　8.6 　　 18.1

5年1か月�
以上�1年以内　　　　　　 1年1か月～3年以内�

図1－1－2　交際期間（夫全体、結婚時の年齢グループ別）�

（％）�

24歳以下（209人）�

25～29歳（839人）�

30～34歳（519人）�

35歳以上（214人）�

　23.9 　　　　　　　　　43.5 　　　　　　　　 21.5 　　　11.0�

17.8 　　　　　　　　39.3 　　　　　　　　21.3 　　　　　21.6�

　　29.7 　　　　　　　　　　39.1 　　　　　　　15.6 　　　15.6�

　　　　　44.4 　　　　　　　　　　　 36.9 　　　　　 7.5　  11.2

3年1か月～�
5年以内�

5年1か月�
以上�1年以内　　　　　　 1年1か月～3年以内�

3年1か月～�
5年以内�

注）結婚時年齢、交際期間の「無答不明」は除く。�

注）結婚時年齢、交際期間の「無答不明」は除く。�
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●○結婚から妊娠までの期間
結婚してから今回の妊娠まで、どのくらい

の間、夫婦は 2人で過ごしたのだろうか。本
調査では、妊娠期の妻と夫に、結婚時の年齢
とおなかの赤ちゃんを妊娠したときの年齢を
きいている。
結婚から今回の妊娠までの平均期間につい

て、（妊娠時の満年齢）―（結婚時の満年齢）
の値の平均値をとると、妊娠期妻は1.9年、妊

娠期夫は2.0年と、約 2年であった＊。
妊娠期妻について、結婚時の年齢グループ

別に結婚から妊娠までの平均期間をみてみる
と（図 1 －1 －3）、24歳以下と25～29歳のグ
ループでは平均約 2年だが、年齢グループが
上がるにつれて結婚から妊娠までの期間は短
くなり、35歳以上のグループでは結婚から妊
娠までの平均値は１年未満であった。
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＊本調査では、結婚時と妊娠時の満年齢のみをきいており、月齢はきいていないので、平均期間に 0 ～ 2 年の幅
があるため、参考数値としてとらえていただきたい。

図1－1－3　結婚から妊娠までの平均期間（妊娠期妻、結婚時の年齢グループ別）   

（年）�

24歳以下 25～29歳 30～34歳 35歳以上�
0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2.0 
2.1 

1.5

0.8

（136人）� （382人）� （160人）� （28人）�
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●○妊娠の経緯
第 1子の妊娠の経緯について、妊娠期、育

児期をあわせた妻全体でみてみると、半数以
上の54.9％は、妊娠の経緯を「自然にまかせ
ていた」と回答している（図 1 － 1 － 4 ）。
「計画的に妊娠した」は24.1％、「子どもがで
きなかったので、夫婦であるいはどちらかが
不妊治療を受けた」は13.7％である。「望ん
ではいなかったが、子どもができてしまった」
は6.8％であった。
育児期妻の出産時の年齢グループ別（24歳

以下、25～29歳、30～34歳、35歳以上）に妊
娠の経緯をみてみると（図 1 －1 －5）、どの
年齢グループでも、約半数の妻は、「自然に
まかせていた」と回答している（24歳以下
53.7％、25～29歳56.4％、30～34歳53.5％、
35歳以上47.5％）。「望んではいなかったが、
子どもができてしまった」という予定外の妊
娠は、24歳以下のグループは26.8％と約 4 人
に１人いる。
仕事を持っている人と持っていない人で、

妊娠の経緯に違いはあるのだろうか（図 1 －
1 －6）。妊娠期妻について、仕事を持ってい
る人の「計画的に妊娠した」という回答率は
26.2％で、仕事を持っていない人の22.9％と
比べて大きな差はなかった。不妊治療による

妊娠についても、仕事を持っている人は14.9
％、仕事を持っていない人は14.0％で、ほぼ
同じ回答率であった。不妊治療は内容によっ
ては仕事との両立が難しい場合があるといわ
れるが、本調査では仕事を持っている人と持
っていない人で差はみられなかった。

●○不妊治療について
第 1 子の妊娠の経緯について、妻全体の

13.7％が不妊治療によって子どもを授かって
いる（図 1 －1 －4）。育児期妻の出産時の年
齢グループ別に、夫婦であるいはどちらかが
不妊治療を受けて妊娠した比率を比較する
と、年齢グループが上がるにつれて比率が上
がり、24歳以下では0.0％だが、25～29歳
7.6％、30～34歳17.9％、35歳以上27.3％だっ
た。35歳以上のグループでは、約 4人に 1人
は夫婦であるいはどちらかが不妊治療を受け
ての妊娠である（図1 －1 －5）。
夫婦であるいはどちらかが不妊治療を受け

て妊娠した妻（妊娠期妻＋育児期妻 計354人）
について、治療期間をみてみると、「 1 年～
2 年未満」がもっとも多く26.0％であった。
ついで、「 6 か月～ 1 年未満」が19.2％で、
「 6 か月未満」が17.2％であった（図 1 －1 －
7）。

図1－1－4　妊娠の経緯（妻全体）�

（％）�

無答不明 0.5望んではいなかったが、�
子どもができてしまった�

自然に�
まかせていた�
54.9

計画的に�
妊娠した�
24.1

子どもができなかったので、�
夫婦であるいはどちらかが�

不妊治療を受けた�
13.7

6.8
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図1－1－5　妊娠の経緯（育児期妻、出産時の年齢グループ別）�

図1－1－6　妊娠の経緯（妊娠期妻、仕事の有無別）�

（％）�

（％）�

24歳以下（149人）�

25～29歳（714人）�

30～34歳（682人）�

35歳以上（242人）�

仕事を持っている�
　　（221人）�

仕事を持っていない�
　　（506人）�

　53.7 　　　　　　　　　　19.5 　　　　　 26.8�

　　56.4 　　　　　　　　　　　 26.1 　　　　7.6 　9.5 �

　53.5                                       25.4                   17.9�

47.5     　　　　　　　　19.8 　　　　　　27.3 　　　 4.1

自然にまかせていた　　　　　 計画的に妊娠した　�

無答不明�

図1－1－7　不妊治療期間�

（％）�

無答不明 2.3

6か月未満�
�

6か月～�
1年未満�

1年～2年未満�

2年～3年�
未満�

3年～4年未満�

4年～5年未満�
3.7

5年以上�

0.0

0.0

0.4

3.2
0.0

3.6
0.9

0.8

1.2

望んではいなかったが、�
子どもができてしまった�

自然にまかせていた　　　　　　　計画的に妊娠した　�

無答不明�子どもができなかったので、夫婦で�
あるいはどちらかが不妊治療を受けた�

子どもができなかったので、夫婦で�
あるいはどちらかが不妊治療を受けた�

望んではいなかったが、子どもができてしまった�

注）仕事の有無の「無答不明」は除く。�

54.3  　　　　　　　　　　　26.2  　　　　 14.9  �

　57.3  　　　　　　　　　　　22.9  　　　 14.0  4.9  

注）出産時年齢の「無答不明」は除く。�

17.2

19.2

26.0

15.3

9.3

7.1

（サンプル数　夫婦であるいはどちらかが不妊治療を受けて妊娠�
　した妊娠期妻と育児期妻　計354人）�
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●○出産を決めた理由
第 1子の出産を決めた理由について、17項

目の中からあてはまるものを選んでもらった
（複数回答）。表1 －1 －3は、妻（妊娠期妻＋
育児期妻）の回答率の高いものから順に並べ
たものである。
出産を決めた理由は、妻・夫（妊娠期夫＋

育児期夫）ともに「自分の子どもが欲しかっ
たため」が妻79.7％、夫82.3％と突出して多
く、以下「好きな人との子どもを持ちたかっ
たから」（妻59.8％、夫52.8％）、「結婚して子
どもを持つことは自然なことだから」（妻
54.7％、夫59.1％）、「子どもがいると生活が
豊かになり楽しくなると思ったから」（妻
51.9％、夫48.5％）が続く。
ついで、「年齢的によいタイミングと感じ

たため」（妻44.9％、夫39.1％）、「年齢的にリ
ミットを感じていたため」（妻23.5％、夫15.1
％）と、年齢に関連する理由が続く。「子ど
もは予定外だったが、できてしまったため」
という理由は、妻は10.9％、夫は5.9％であっ
た。「仕事上、タイミングがよかったから」
という仕事の都合による理由や、「経済的に
子どもを持てるようになったから」という経

済的な理由は、妻・夫ともに順位は低かった。
少子化の理由として、子どもの養育や教育に
かかる経済的な負担が挙げられることがある
が、本調査では、経済力がついたことは、は
じめての子どもの出産を決めた主な理由では
ないようである。
出産を決めた理由について、妻と夫で回答

率に大きな差があるのは、「夫婦 2 人の生活
を十分楽しんだから」（妻が多く、9.6ポイン
トの差）と、「年齢的にリミットを感じてい
たため」（妻が多く、8.4ポイントの差）であ
る。妊娠できる年齢にリミットがある女性の
ほうが、年齢を強く意識しているようである。
年齢に関連する理由の回答率について、妊

娠期の妻と夫を妊娠時の年齢グループ別にみ
てみると、「年齢的によいタイミングと感じ
たため」と答えている割合は、妻は25～29歳
のグループ（64.4％）、夫は30～34歳のグル
ープ（51.8％）がもっとも多かった（図 1 －
1 －8）。「年齢的にリミットを感じていたた
め」を理由に挙げている割合は、妻・夫とも
に35歳以上のグループがもっとも多かった
（妻78.8％、夫41.3％）（図1 －1 －9）。
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�

  妻全体 夫全体�

自分の子どもが欲しかったため 79.7 82.3�
好きな人との子どもを持ちたかったから 59.8 52.8�
結婚して子どもを持つことは自然なことだから 54.7 59.1�
子どもがいると生活が豊かになり楽しくなると思ったから 51.9 48.5�
年齢的によいタイミングと感じたため 44.9 39.1�
年齢的にリミットを感じていたため 23.5 15.1�
夫婦２人の生活を十分楽しんだから 19.5 9.9�
自分よりも配偶者のほうが子どもを欲しがっていたため 11.2 14.6�
子どもは予定外だったが、できてしまったため 10.9 5.9�
子どもは夫婦関係を安定させるため 8.8 9.9�
やりたいことはすべてやったため 8.2 2.5�
子どもは将来の社会の支えとなるため 7.0 13.3�
子どもは自分たちの老後の支えになるため 5.2 5.9�
仕事上、タイミングがよかったから 4.8 1.6�
経済的に子どもを持てるようになったから 4.4 6.9�
跡継ぎが必要だったため  3.0 6.0�
その他  3.6 1.2

表1－1－3　おなかの赤ちゃん／○○ちゃんの出産を決めた理由  

図1－1－8　出産を決めた理由「年齢的によいタイミングと感じたため」�
（妊娠期妻・夫、妊娠時の年齢グループ別）�

（％）�

（％）�

注）複数回答。�

図1－1－9　出産を決めた理由「年齢的にリミットを感じていたため」�
（妊娠期妻・夫、妊娠時の年齢グループ別）�

0 20 40 60 80 100

0.0�

　　 7.8 �

  　　　　　　40.9�

    　78.8

2.6�

　3.7�

　　　　　18.1�

  　　　　　41.3

妊娠期妻�

妊娠期夫�

（％）�

24歳以下�

25～29歳�

30～34歳�

35歳以上�

注）妊娠時年齢の「無答不明」は除く。�

0 20 40 60 80 100

妊娠期妻�

妊娠期夫�

　　　　28.9�

　   　　　 64.4�

　　　　　　　　　　　 50.2 �

16.7 

20.5�

　　　　　　　　　 48.2�

　　　　　　　　　　 51.8�

　　　29.4

注）妊娠時年齢の「無答不明」は除く。�

（妻83人／夫39人）�

（妻281人／夫164人）�

（妻281人／夫226人）�

（妻66人／夫126人）�

�

24歳以下�

25～29歳�

30～34歳�

35歳以上�

（妻83人／夫39人）�

（妻281人／夫164人）�

（妻281人／夫226人）�

（妻66人／夫126人）�

�
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●○出産への期待と不安
妊娠期の妻と夫は、妊娠がわかったときや、

妊娠中の生活の中で、どのような気持ちで過
ごしているのだろうか。図1 －2 －1、図1 －
2 －2は、妻には16項目、夫には11項目の質
問を、肯定的なものと否定的なものに分け、
「あてはまる」の回答率の高いものからそれ
ぞれ並べたものである。
妻・夫ともに、「おなかの赤ちゃん／配偶

者のおなかの赤ちゃんをいとおしく感じる」
「おなかの赤ちゃん／配偶者の妊娠がわかっ
たとき、うれしかった」という気持ちは、「あ
てはまる」のみで80％を超えている。妻・夫
ともに、おなかの赤ちゃんへの愛情と、妊娠
を肯定的に受け止める気持ちは大変強いこと
がわかる。
妻は、「現在、妊娠していることがうれし

い」が「あてはまる」のみで77.9％と、妊娠

している状態を肯定的に受け止めながらも、
「お産の時の痛みが怖い」「お産が不安である」
「妊娠の経過が順調であるかどうか不安であ
る」という妊娠中の体調や出産についての項
目は、「あてはまる」「ややあてはまる」をあ
わせると７割以上が不安を感じている。
夫も、「生まれてくる赤ちゃんのことを想

像すると、わくわくする」は76.3％が「あて
はまる」と回答し、妻同様、妊娠に対して肯
定的に受け止めているが、「出産の時の配偶
者のことや赤ちゃんの出産が無事済むか心配
である」については、「あてはまる」のみで
64.9％の回答率であり、配偶者や生まれてく
る子どものことを案じている。
「母親になることに不安がある」「父親にな
ることに不安がある」という、親役割に対す
る不安は、妻の48.2％、夫の41.4％が感じて
いる（「あてはまる」＋「ややあてはまる」）。

妊娠中の生活・�
親になるための準備��2

核家族化、少子化が進行する中で、赤ちゃんや子どもに身近に接したり世話を
したりする機会がないまま親になる人は多い。経験不足を補うためには、妊娠
中から母親学級などで出産・育児について学ぶことは重要である。この節では、
妻・夫の赤ちゃんとの触れ合い経験や、妊娠・出産準備プログラムへの参加な
ど、親になるための準備についてみてみたい。なお、妊娠・出産に関する人的
な相談相手や情報収集先については、第4章「子育ての環境」で扱っているの
であわせて参照されたい。�
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図1－2－1　妊娠中の気持ち（妊娠期妻）�

図1－2－2　配偶者が妊娠中の気持ち（妊娠期夫）�

（％）�

（％）�

無答不明�
あてはまる    ややあてはまる �

おなかの赤ちゃんをいとおしく感じる�

おなかの赤ちゃんの妊娠がわかったと�
き、うれしかった�

現在、妊娠していることがうれしい�

生まれてくる赤ちゃんのことを想像す�
ると、わくわくする�
おなかの赤ちゃんが生まれる日を待っ�
ている生活は楽しい�

子どもをどう育てるか考えるのが楽しい�

毎日とても充実している�

お産の時の痛みが怖い�

お産が不安である�

妊娠の経過が順調であるかどうか不安�
である�

母親になることに不安がある�

配偶者からみて、自分は性的に魅力が�
なくなったと感じる�
妊娠のためにできなくなったことがあ�
り、妊娠していない人がうらやましい�

孤独でさびしいと感じる�

おなかの赤ちゃんに対して違和感がある�

配偶者に対して性的に魅力を感じなく�
なった�

　　　　　　　　　　81.9  　　　　　　　　　　13.9 �

　　　　　　　　　　80.2  　　　　　　　　　　13.0  5.4�

　　　　　　　　　 77.9  　　　　　　　　　　15.7   5.1�

　　　　　　　　　75.0  　　　　　　　　　 18.8     4.5 �

　　　　　　　　68.5  　　　　　　　　　　22.0  　　7.4 �

　　　　　46.0  　　　　　　　　34.1  　　　　 16.6 �

　　　　36.8  　　　　　　　　40.7  　　　　　 18.8 �

　　　　39.4  　　　　　　　33.0  　　　 11.8  　11.0  4.3  0.5 �

　　　　36.7  　　　　　　　 36.7  　　　　13.6  　9.5       0.7 �

　　　　36.1  　　　　　　　 38.6  　　　 10.4  10.3  3.8  0.7 �

　15.4  　　　　32.8  　　　　　21.7  　　　20.2  　 8.9    1.0 �

5.4  　 19.6  　　　　　35.6  　　　　　20.2  　　　18.7        0.5 �

4.7  　14.7  　　19.1  　　　23.5  　　　　　 37.6                 0.4 �

　 9.9  15.2  　　 22.1  　　　　          48.8                      0.4 �

　8.2  　12.9  　 21.8  　　　　             54.4                         0.5 �

　5.8  　　23.5  　　　　 29.3                          39.3                  0.7 
1.5  

1.0  

2.1

3.6

0.3 �
0.7 

2.9 0.4

1.0

0.0 �
0.4 

0.8

0.0 �
0.5 

1.1

0.1 �
0.4 

1.4

0.3 �
0.4 

2.5

0.5 �
0.3 

2.2

2.9

0.8 �
0.7 

どちらともいえない �
あまりあてはまらない�

あてはま�
らない�

無答不明�
どちらともいえない �

あまりあてはまらない�あてはま�
らない�

   　　　　　　　　　85.4 　　　　　　　　　　　11.1 �

　　　　　　　　　 83.7 　　　　　　　　　　　13.4 �

　　　　　　　　 76.3 　　　　　　　　　　　18.6 　 4.9�

　　　　　　　　 75.7　　　　　　　　　　 15.8 　6.4 �

　　　　　　　66.4 　　　　　　　　　　22.4 　　　9.4�

　　　　　48.2 　　　　　　　　　32.7 　　　　 15.8 �

　　　　　　　64.9 　　　　　　　　　 24.0 　　5.6 �

　　　　　43.0 　　　　　　　　　35.7 　　　　7.8 　8.2 4.9 　0.5�

 　　　31.0 　　　　　19.5 　　　18.3 　　　20.3 　　　0.5�

7.8    　 24.2 　　　　21.7 　　　　　　　44.3 　　　　　　0.3　�

 10.3   　15.5 　　　　　　　　　　69.9 　　　　　　　　　0.0
1.6  

3.3

あてはまる    ややあてはまる �

10.4

0.2�
0.0 

2.6 0.7

2.6

0.2

1.4

1.2

2.4

3.3

0.0 
0.0 

0.0�
0.0 

0.0�
0.7 

0.2�
0.3 

0.9�
0.0 

1.9�
0.3 

配偶者の妊娠がわかったとき、うれし�
かった�
配偶者のおなかの赤ちゃんをいとおしく�
感じる�
生まれてくる赤ちゃんのことを想像す�
ると、わくわくする�
配偶者のおなかがだんだん大きくなっ�
ていく姿がうれしい�
おなかの赤ちゃんが生まれる日を待っ�
ている生活は楽しい�

子どもをどう育てるか考えるのが楽しい�

出産の時の配偶者のことや赤ちゃんの�
出産が無事済むか心配である�
妊娠の経過が順調であるかどうか不安�
である�

父親になることに不安がある�

配偶者に対して性的に魅力を感じなく�
なった�

孤独でさびしいと感じる�

肯
定
的
な
質
問�

否
定
的
な
質
問�

肯
定
的
な
質
問�

否
定
的
な
質
問�

�

0.3
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●○赤ちゃんとの触れ合い経験
はじめて親になる妻・夫は、自分の子ども

を持つ前に、赤ちゃんに身近に接したり、世
話をしたりする機会があったのだろうか。「子
どものころから今まで（第 1子を妊娠するま
で／生まれるまで）に赤ちゃんに身近に接し
たり世話をする機会がありましたか」という
質問に対して、妊娠期、育児期をあわせた妻
全体では47.1％、夫全体では54.6％が「いい
え」と回答した（図1 －2 －3）。妻・夫とも、
約半数の人が、赤ちゃんとの触れ合い経験が
ないまま親となっている。

●○妊娠や出産準備に関するプログラムへ
の参加
はじめて親になる妻・夫にとって、病院や

自治体などが主催する妊娠や出産準備に関す
るプログラム（母親／父親学級、学習会、セ
ミナーなど）への参加、プログラムの内容の
充実は、親になるための準備として重要なも
のである。
育児期妻に、妊娠中の病院や地域主催の母

親学級への参加についてきいたところ（図

1 －2 －4）、参加した人は85.9％にのぼった。
配偶者と 2人での病院や地域主催の両親学級
への参加については、約半数の50.5％が参加
していた。
妊娠期妻では、妊娠や出産準備に関するプ

ログラムに参加したことがある割合は、「病
院主催のプログラム」がもっとも高く73.1％
である（図 1 －2 － 5）。ついで、「行政主催
のプログラム」が42.4％、「民間の団体主催
のプログラム」は16.6％が参加している。妊
娠期夫の参加率は、「病院主催のプログラム」
が31.5％、「行政主催のプログラム」が29.4％、
「民間の団体主催のプログラム」は、わずか
8.2％であった。
参加したプログラムに対する妊娠期妻の満

足度は高く、「非常に満足した」と「まあ満
足した」をあわせると、「病院主催のプログ
ラム」は87.4％、「行政主催のプログラム」
は87.0％、「民間の団体主催のプログラム」
は81.8％であった（図 1 －2 －6）。妊娠期夫
については、「行政主催のプログラム」の満
足度がもっとも高く、「非常に満足した」と
「まあ満足した」をあわせて87.6％であった。

図1－2－3　赤ちゃんとの触れ合い経験があったか�

（％）�

妻全体�

夫全体�

はい　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ�
無答不明�

　　52.8 　　　　　　　　　　　　　　　47.1 　　　　　　　　0.0�

45.1 　　　　　　　　　　　　　　　54.6 　　　　　　　　　0.4
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図1－2－4　妊娠中に母親学級／両親学級に参加したことがあるか（育児期妻）�

図1－2－5　妊娠や出産準備に関するプログラムへの参加（妊娠期妻・夫）  

（％）�

母親学級に参加�

配偶者と2人で�
両親学級に参加�

妻�

夫�

�

はい　　　　　　　　　　　　　　　　　 いいえ� 無答不明�

　　　　　　85.9 　　　　　　　　　　　　　　 14.1 　　0.0�

50.5 　　　　　　　　　　　　　　　49.4 　　　　　　　　0.2

（％）�
無答不明�

　　　　　　　　　　 73.1 　　　　　　　　　　　　　　24.3 　　　　2.6�

　　　　31.5 　　　　　　　　　　　　　　64.7 　　　　　　　　　　　　3.8�

　　　　　　42.4 　　　　　　　　　　　　　　53.3 　　　　　　　 4.3�

　　　 29.4 　　　　　　　　　　　　　　67.1 　　　　　　　　　　　　3.5�

　16.6 　　　　　　　　　　　　　77.2 　　　　　　　　　　　　6.2�

8.2 　　　　　　　　　　　　　　85.6 　　　　　　　　　　　　　 6.3

参加したことがある　　　　　　　　　　　　　　ない�

病院主催の�
プログラム�

行政主催の�
プログラム�

民間の団体�
主催のプロ�
グラム�

図1－2－6　妊娠や出産準備に関するプログラムに対する満足度�
　　　　　　 （妊娠期妻・夫、プログラム参加者）      

妻（532人）�

夫（181人）�

妻（309人）�

夫（169人）�

妻（121人）�

夫（47人）�

（％）�

無答不明�

　 30.1 　　　　　　　　　　　　 57.3 　　　　　　　　　 8.1�

　24.9 　　　　　　　　　　 50.3 　　　　　　　　　16.6　　 4.4 �

　26.2 　　　　　　　　　　　　 60.8 　　　　　　　　　　9.1�

23.1 　　　　　　　　　　　　　64.5 　　　　　　　　　　7.1 �

 24.8 　　　　　　　　　　　　57.0 　　　　　　　　　 11.6 　4.1 �

 23.4       　　　　　　　　　　 61.7  　　　　　　　　　6.4 　6.4　  2.1

非常に満足した　　　　　　　　　　 まあ満足した�

病院主催の�
プログラム�

行政主催の�
プログラム�

民間の団体�
主催のプロ�
グラム�

0.0

0.4 �
0.9

0.0

1.2

2.5 

1.8 2.4 

1.3

2.2

0.0
2.6 

1.7 

3.2 

どちらともいえない�

まったく満足できなかった�

あまり満足できなかった�

妻�

夫�

�
妻�

夫�

�
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●○妊娠中の生活
妊娠中の体調管理や親になるための準備を

どのように行っているのだろうか。アンケー
トでは、妊娠期妻に、食生活や、飲酒・喫煙
習慣、育児情報の収集などの行動についてき
いている。「体重過多や妊娠中毒症の予防な
どのために食生活に気を配っている」がもっ
とも高く、29.3％が「しばしばある」、36.8％
が「時々ある」と回答している（図1 －2 －7）。
次に高いのは、「育児書を読むなど、子育て
情報を集めている」という子育ての準備行動
で、29.4％が「しばしばある」、29.5％が「時々
ある」と回答している。胎教やマタニティス
イミングなどの妊婦向けの運動という積極的
な活動をする人は、全体の約 2割である（「し
ばしばある」＋「時々ある」）。喫煙は95.3％、

飲酒は84.2％が「まったくない」と回答して
いる。
妊娠期夫には、子育て情報の収集と配偶者

と一緒のときの喫煙の有無についてきいてい
る（図 1 －2 － 8）。「育児書を読むなど、子
育て情報を集めている」人は、「しばしばあ
る」と「時々ある」をあわせて35.7％で、妻
より23.2ポイント低い。「配偶者と一緒のと
きにたばこを吸うことがある」については、
6割以上の夫が「まったくない」と回答して
いるが、約 1割は「しばしばある」と回答し
ている（ただし、普段の喫煙習慣については
きいていないため、喫煙はするが妻の前では
控えている人と、もともと喫煙しない人との
区別はできない）。

07v2 D P o Y q ˜ { † ‚ _3.3  07.9.13 5:35 PM  y [ W  36



― 37 ―

第
１
章
　
妊
娠
・
出
産
の
実
態
第

図1－2－7　妊娠中の生活（妊娠期妻）�

図1－2－8　配偶者が妊娠中の生活（妊娠期夫）�

（％）�

（％）�

無答不明�

しばしばある 　　　　　時々ある 　　　　　　　 たまにある�

体重過多や妊娠中毒症の予�
防などのために食生活に気�
を配っている�

育児書を読むなど、子育て�
情報を集めている�

妊婦向けのCDを聴いたり、�
アロマセラピーをするなど、�
リラックスを心がけている�

胎教をしている�

妊婦向けの運動（マタニティ�
スイミングなど）をしている�

たばこを吸うことがある�

お酒を飲むことがある�

�

　　　 29.3 　　　　　　　　　36.8 　　　　　　　　23.8　　　　 7.8�

　　　　29.4 　　　　　　　 29.5 　　　　　　　26.1 　　　　11.1�

　8.4 　　 18.3 　　　　　　 32.8 　　　　　　　21.4 　　　　　18.8　　　0.3�

　7.6 　　12.9 　　　　　 31.0 　　　　　　　26.4 　　　　　　21.2 　　　1.0 �

　8.8 　 10.0 　　17.2 　　　　　22.3 　　　　　　　　 41.3 　　　　　　 0.4�

　　　　　　　　　　　　　　　　95.3 　　　　　　　　　　　　　　　　0.5�

4.5 　10.0 　　　　　　　　　　　　　 84.2 　　　　　　　　　　　　　 0.1 �

　　�

1.4 　0.3

 0.4

2.2 

0.1

3.4

0.5 0.5 

1.1 �
1.4 

まったくない�
ほとんどない�

育児書を読むなど、子育て情�
報を集めている�

配偶者と一緒のときにたばこ�
を吸うことがある�
�

　14.1 　　　　21.6 　　　　　　　　38.8 　　　　　　　17.0 　　 8.2 　0.3�

9.9 　6.4 　7.1 　9.7 　　　　　　　　　　　66.6 　　　　　　　　　　 0.2

時々ある    しばしばある� たまにある�

まったくない� 無答�
不明�ほとんどない�
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●○出産する施設と選んだ理由
妊娠期妻には今回の出産を予定している施

設について、育児期妻には出産した施設につ
いてきいた（図 1 －3 －1）。妊娠期妻の98.2
％が、病院での出産を予定している（「開業
医の産院」59.9％、「総合病院・大学病院の
産婦人科」38.3％）。「助産院」での出産を予
定している人は1.2％である。育児期妻も同
様の傾向で、55.6％が「開業医の産院」で、
41.8％が「総合病院・大学病院の産婦人科」
で出産した。「助産院」での出産は1.8％であ
った。
妊娠期妻には、出産する施設を決めた理由

について15項目の中からあてはまるものを複
数回答で選んでもらった（図 1 － 3 － 2 ）。
「自宅（または里帰り先の実家）から近いか
ら」が66.3％と選択理由として突出している。
ついで、「評判がよいから」42.9％、「設備や
サービスが充実しているから」25.0％、「総
合病院で小児科も併設しているから」23.1％

が続く。その他の理由には、「人にすすめら
れたから」14.8％、「母子同室制だから」13.3
％、「母乳育児に力を入れているから」11.3％、
「有名だから」10.9％が挙がっており、入院
中の母子へのケアや施設の知名度を重視して
出産する施設を選ぶ傾向もみられた。
「その他」を選んだ145人の自由記述をみて
みると、「（婦人科の治療や不妊治療などで）
妊娠前から通っていた病院だから」27人、
「親、親族が出産した病院だから」26人、「医
師や病院に対する信頼・女医がいるから」22
人という選択理由が主なものである。「産
院・産科医不足で、選択の余地がない」21人
という切実な意見もみられた。
通院に関しては、育児期妻に「産院が遠く、
通院が大変だったか」をたずねている（図
1 －3 －3）。「あてはまる」「ややあてはまる」
と回答した妻は20.6％で、約 5 人に 1 人が出
産施設への通院の不便を訴えている。

出産の実態・出産体験に�
ついての振り返り��3

第3節では、出産した施設と選んだ理由、里帰り出産の有無、配偶者の出産
への立ち会いの希望と実態、出産体験の振り返りなど、はじめての子どもの出
産にかかわる実態についてみていきたい。�
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自宅 0.0  
1.2    

図1－3－1　出産する施設（妊娠期妻・育児期妻）�

図1－3－2　出産する施設を決めた理由（妊娠期妻）�

図1－3－3　産院が遠く、通院が大変だったか（育児期妻） �

（％）�

（％）�

妊娠期妻�

育児期妻�

開業医の産院　　　　　　　　　 総合病院・大学病院の産婦人科�

　59.9  　　　　　　　　　　　　　　38.3   �

55.6  　　　　　　　　　　　　　　41.8

助産院�

助産院� 自宅 0.1 

海外の病院・診療所など 0.1  

海外の病院・診療所など 0.3 

1.8　   

その他 0.0  
無答不明�

 �
0.4

その他 0.2 
無答不明�

 �
0.3

注）複数回答。�

そ
の
他�

ま
だ
決
め
て
い
な
い�

助
産
院
で
出
産
し
た
い
か
ら�

無
痛
分
娩
を
取
り
入
れ
て
い�

る
か
ら�

な
ん
と
な
く�

希
望
す
る
出
産
方
法（
バ
ー
ス�

ス
タ
イ
ル
）
を
取
れ
る
か
ら�

費
用
が
経
済
的
だ
か
ら�

有
名
だ
か
ら�

母
乳
育
児
に
力
を
入
れ
て
い�

る
か
ら�

母
子
同
室
制
だ
か
ら�

人
に
す
す
め
ら
れ
た
か
ら�

総
合
病
院
で
小
児
科
も
併
設�

し
て
い
る
か
ら�

設
備
や
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し�

て
い
る
か
ら�

評
判
が
よ
い
か
ら�

自
宅
（
ま
た
は
里
帰
り
先
の�

実
家
）
か
ら
近
い
か
ら�

�0

10

20

30

40

50

60

70

80

66.3�
（483人）�

42.9�
（312人）�

25.0�
（182人）�23.1�

（168人）�

14.8�
（108人）�

13.3�
（97人）�11.3�

（82人）�
10.9�

（79人）�7.8�
（57人）�3.2�

（23人）�
2.7�

（20人）�
1.9�

（14人）�
0.8�

（6人）�
0.0�

（0人）�

19.9�
（145人）�

6.1 
ややあてはまる�

14.5

 13.1 

21.5

 43.7 

1.0 あてはまる�

どちらともいえない�

あまりあてはまらない�

あてはまら�
ない�

無答不明�

出産する施設を決めた理由の自由記述�
（自由記述を書いた人143人／無記入2人）�

○妊娠前から通っていた病院だから（27人）�
○親、親族が出産した病院だから（26人）�
○医師や病院に対する信頼・女医がいるから（22人）�
○産院・産科医不足で、選択の余地がない（21人）�
○自分の持病や、妊娠の経過上やむを得ず（18人）�
○自分や親族、知人が働いている病院だから（10人）�
○医者からの紹介・オープンシステム（ 8 人）�
○その他（11人）�

（％）�

注）妊娠期妻のみ「まだ決めていない」0.0％。�
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●○里帰りの有無
妊娠期妻に里帰りの予定、育児期妻に里帰

りの有無をきいた（図 1 －3 －4）。妊娠期妻
は、34.6％が里帰りを予定し、63.9％は里帰
りをしない予定、と回答している（妊娠期妻
のみ「まだ決めていない」1.4％という選択
肢が含まれている）。
育児期妻は、41.9％が出産に際して里帰り

をし、57.9％は里帰りをしなかった。里帰り
した人のうち、66.5％は出産前から実家へ里
帰りし、「里帰り先」で出産しているが、23.4
％の人は、出産を「自宅のある地域」で行い、
出産後、実家へ里帰りして過ごしている（図
1 －3 －5）。

●○夫の出産への立ち会い
図 1 －3 － 6は、育児期夫の出産への立ち

会い状況をみたものである。これによると、
54.1％が出産に立ち会っている（「した」53.0
％＋「したくなかったけれどした」1.1％）。
「したかったけれどできなかった」夫は25.8
％で、出産への立ち会いに肯定的な夫（「し
た」＋「したかったけれどできなかった」）は、
78.8％にのぼる。逆に、出産への立ち会いに
否定的な夫は20.5％と、約 5 人に 1 人いる
（「しようと思わなかったし、しなかった」19.4
％＋「したくなかったけれどした」1.1％）。
妊娠期の妻と夫には、出産の立ち会いへの

希望をきいた（図 1 －3 － 7）。妊娠期妻は、
57.9％が配偶者の出産への立ち会いを希望し

ている（「あてはまる」41.3％＋「ややあて
はまる」16.6％）。妊娠期夫も、57.4％が立ち
会いを希望しており（「あてはまる」40.0％＋
「ややあてはまる」17.4％）、妻と夫の立ち会
いへの希望はほぼ一致している。妻の中には
夫の立ち会いを望まない人も 5 人 に 1 人い
る（「あまりあてはまらない」6.2％＋「あて
はまらない」15.5％）。

●○出産体験の振り返り
育児期妻は、現在の配偶者とのはじめての

出産体験について、どのような感想を持って
いるだろうか。図 1 －3 － 8は、出産体験に
関する肯定的な感情について、それぞれあて
はまる度合いをきいたものである。育児期妻
の約半数の49.1％が、「お産全体を通して、
リラックスすることができた」と回答してい
る（「あてはまる」15.5％＋「まああてはま
る」33.6％）。また、45.1％が「お産の間、幸
せな気持ちがした」と回答している（「あて
はまる」19.6％＋「まああてはまる」25.5％）。
はじめての子どもの出産に、約半数の育児期
妻はリラックスし、肯定的な感情を持って臨
んでいたことがわかる。出産の進行は、個人
差もあり、また事前に呼吸法などを練習して
いても予想した通りに進まないことがある
が、「お産を自分でコントロールすることが
できた」と回答した育児期妻は、約 4 人に 1
人であった（「あてはまる」5.8％＋「まああ
てはまる」18.8％）。

1.4 

図1－3－4　里帰りの有無（妊娠期妻・育児期妻）�

（％）�

妊娠期妻�

育児期妻�

はい     　　　　　　　　　　　　　　　 いいえ� 無答不明�

34.6 　　　　　　　　　　　　　 　63.9 �

　 41.9 　　　　　　　　　　　　　　　57.9 

まだ決めていない�

0.2

0.1  

注）「まだ決めていない」は、妊娠期妻のみの項目。�
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お産全体を通して、リラッ�
クスすることができた�

お産を自分でコントロール�
することができた�

お産全体を通して、自分が�
望んでいたように進んだ�

お産の後すぐに、また産み�
たいと思った�

お産の間、幸せな気持ちが�
した�

図1－3－7　夫の出産への立ち会いの希望（妊娠期妻・夫）  

図1－3－5　里帰りした人が出産した地域�
（育児期妻） �

（％）� （％）�

（％）�

あてはまる　　　　　 ややあてはまる�

図1－3－8　出産体験の振り返り（育児期妻）�

あてはまる　　　 まああてはまる                   あまりあてはまらない�

23.4

自宅のある�
地域�

無答不明�

図1－3－6　夫の出産への立ち会い�
（育児期夫） �

（％）�

したかったけれど�
できなかった�

 53.0 
した�

したくなかった�
けれどした�

しようと思わなかった�
し、しなかった�

無答不明 0.8 

（サンプル数　里帰りをした人779人）�

里帰り先�

海外 0.0

その他 1.5 

8.6

66.5
25.8 

1.1 

19.4

妊娠期妻（728人）�

妊娠期夫（575人）�

無答不明�

（％）�

無答不明�

　41.3 　　　　　　　 16.6 　　　　19.5 　　 6.2 　 15.5 　　　0.8�

40.0 　　　　　　　 17.4 　　　　18.4 　　4.9 　　19.0 　　　0.3

あまりあてはまらない�
�あてはまらない�

どちらとも�
いえない�

   15.5                      33.6             　　　　　　35.0 　　　　　　15.4 　　0.5�

5.8 　　18.8 　　　　　　　 39.2 　　　　　　　　　　 35.6 　　　　　　0.6�

 9.0 　　　　 28.9 　　　　　　　　32.3 　　　　　　　　28.8 　　　　 1.0�

　14.5 　　　16.6 　　　　　　31.9 　　　　　　　　　36.4 　　　　　　0.7�

　　19.6 　　　　　25.5 　　　　　　　　32.9 　　　　　　　21.3 　　　0.6

まったくあてはまらない�

＊妊娠期妻「私は、配偶者に出産に立ち会ってほしいと思っている」�
＊妊娠期夫「私は、出産への立ち会いを希望している」�
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●○理想の子どもの数
理想の子どもの数はさまざまな調査で報告

されているが、本調査ではどうだろうか。妊
娠期の妻と夫、育児期の妻と夫のすべての属
性で、理想の子どもの数は「 2 人」がもっ
とも多く、ついで「 3 人」であった（表 1 －
4 －1）。すでに出産を経験した育児期妻と、
まだ子どもは生まれていない妊娠期妻で比較
すると、育児期妻のほうが、「 2 人」を理想
とする回答率が低い。
妻の仕事の有無と理想の子ども数について

みると、妊娠期妻、育児期妻ともに、仕事を
持っている人のほうが理想の子どもの数を
「 3人以上」（「 3人」＋「 4人以上」）と回答
する率が仕事を持っていない人よりも高い
（妊娠期妻は、差が7.6ポイント、育児期妻は、
差が7.9ポイント）（図1 －4 －1）。

●○希望する子どもの性別・組み合わせ
図 1 －4 － 2は、妻・夫それぞれに、子ど

もの性別や組み合わせに理想があるかどうか
をきいたものである。妊娠期妻の74.2％、夫
の69.9％が性別や組み合わせに「理想がある」
と答えている。育児期妻は66.6％、夫は63.6
％で第 1子が生まれると、理想へのこだわり
はやや薄れるようだ。
「理想がある」と回答した人には、理想の
性別と組み合わせをきいた（表 1 －4 － 2）。
妊娠期妻・夫、育児期妻・夫、すべての属性
で、「男の子・女の子 1 人ずつ」を理想とす
るケースがもっとも多かった。ついで、子ど
もの数は「 3 人」で、「男の子と女の子の両
性」を理想とするケースが多い。子ども数
「 3 人」を希望する場合には、妊娠期、育児
期とも、妻は「女の子 2 人と男の子 1 人」、
夫は「男の子 2人と女の子 1人」と、自分と
同じ性の子を多く希望する傾向がみられた。

子どもの数と性別に�
ついての希望��4

第4節では、家族計画について、妻・夫それぞれの、理想の子どもの数と性別
についてみていきたい。�

�

   妊娠期妻 妊娠期夫 育児期妻 育児期夫�

 0 　人 0.0 0.0 0.1 0.0�

 1 　人 3.8 3.0 6.6 4.3�

 2 　人 65.1 61.6 57.8 60.8�

 3 　人 27.2 26.8 28.4 25.8�

 4 人以上 0.7 2.3 1.5 2.4�

希望する性別の子が生まれるまで何人でも 0.1 0.5 0.2 0.3�

特に理想はない 3.0 5.9 5.2 5.9�

無答不明 0.0 0.0 0.3 0.6

表1－4－1　理想の子どもの数  
（％）�
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�

 妊娠期妻 妊娠期夫 育児期妻 育児期夫�
 （540人） （402人） （1239人） （837人）�

 男 0 女 1 1.9 男 0 女 1 1.5 男 0 女 1 2.4 男 0 女 1 1.6�
 男 0 女 2 3.5 男 0 女 2 1.0 男 0 女 2 7.3 男 0 女 2 1.1�
 男 0 女 3 0.2 男 0 女 3 0.5 男 0 女 3 1.3 男 0 女 3 0.2�
 男 1 女 0 0.4 男 1 女 0 0.2 男 1 女 0 0.6 男 1 女 0 1.0�
 男 1 女 1 72.6 男 1 女 1 69.9 男 1 女 1 59.7 男 1 女 1 66.1�
 男 1 女 2 12.2 男 1 女 2 8.7 男 1 女 2 15.4 男 1 女 2 8.5�
 男 2 女 0 0.2 男 2 女 0 0.7 男 1 女 3 0.1 男 1 女 3 0.2�
 男 2 女 1 7.6 男 2 女 1 15.2 男 2 女 0 1.1 男 2 女 0 1.7�
 男 2 女 2 0.7 男 2 女 2 1.2 男 2 女 1 9.4 男 2 女 1 16.2�
 男 3 女 0 0.2 男 3 女 0 0.2 男 2 女 2 1.5 男 2 女 2 2.0�
 無答不明 0.6 男 3 女 2 0.5 男 2 女 3 0.1 男 2 女 3 0.1�
   無答不明 0.2 男 3 女 0 0.3 男 3 女 0 1.0�
       男 3 女 2 0.1 男 3 女 2 0.1�
         男 3 女 3 0.1 無答不明 0.2�
         無答不明 0.5 �
          �

表1－4－2　理想の子どもの数・性別の組み合わせ  

図1－4－1　理想の子どもの数（妊娠期妻・育児期妻、仕事の有無別）�

（％）�

 2人以下 　　　　　　　3人以上�

妊娠期妻�

育児期妻�

仕事を持っている（215人）�

仕事を持っていない（489人）�

仕事を持っている（395人）�

仕事を持っていない（1317人）�

　66.0  　　　　　　　　　　　34.0 �

　 73.6  　　　　　　　　　　 26.4 �

　62.3  　　　　　　　　　　　37.7 �

　 70.2  　　　　　　　　　　　29.8 

（％）�

図1－4－2　子どもの性別や組み合わせに理想があるか�

理想がある 　　　　　　　　　 特に理想はない�

妊娠期

　妻�

　　　　夫�

育児期

　妻�

　　　　夫�

　　74.2 　　　　　　　　　　　　　　 25.3 �

　69.9 　　　　　　　　　　　　　　 29.0 　�

　66.6 　　　　　　　　　　　　　　32.4 �

63.6 　　　　　　　　　　　　　　 35.6 

（％）�

注1）仕事の有無についての「無答不明」は除く。�
注2）理想とする子どもの数は、「希望する性別の子が生まれるまで何人でも」と「特に理想はない」の回答と「無答不明」は除く。�
注3） 2人以下＝「0人」＋「1人」＋「2人」、 3人以上＝「3人」＋「4人以上」。�

無答不明�

0.5

1.0

1.0

0.8

注）子どもの性別や組み合わせに「理想がある」と回答した人のみ。�
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●○今回の妊娠・出産に希望する性別と結果
図 1 －4 － 3は、妊娠期の妻と夫に、これ

から生まれる子どもの性別に関する希望をき
いたものである。妊娠期妻・夫とも、 6割以
上は「どちらでもよい」と回答している。特
定の性別を希望している場合、妊娠期夫は

「男の子」と「女の子」を望む率が、ほぼ同
じだが（「男の子」19.5％、「女の子」20.3％）、
妊娠期妻は、「男の子」11.7％に対して「女
の子」24.0％と、「女の子」を望む率が大き
く上回っている。

図1－4－3　おなかの赤ちゃんに望む性別（妊娠期妻・夫）�

（％）�

妊娠期妻�

妊娠期夫�

男の子　　　　女の子　　　　　　　　　　　　 どちらでもよい� 無答不明�

11.7 　　　　24.0 　　　　　　　　　　　　 63.7�

　 19.5 　　　　 20.3 　　　　　　　　　　　60.2

0.5

0.0

07v2 D P o Y q ˜ { † ‚ _3.3  07.9.13 5:37 PM  y [ W  44



― 45 ―

第
１
章
　
妊
娠
・
出
産
の
実
態
第

今回の調査では、「妊娠や出産に関することで、困っていることや、行政や職場、

地域社会に期待すること、あったらよいと思っているサービス」などについて、自由

に記述できるスペースを設けた。妊娠期妻の回答者441人の自由記述をまとめた（ 1人
で複数の意見を書いていることが多いため、コーディングした意見は延べ件数で集計
している）。

●健診・出産・不妊治療への助成
妊娠後期の妻たちがもっとも多く寄せた声は、妊娠・出産・不妊治療に関する金銭

的な助成への要望であった。健診や検査への保険適用や無料化への要望がもっとも多
い（213件）。ついで、出産費用が高いという不満や無料化への要望、一時金の出産前
の支給に関する要望が続く（100件）。不妊治療への助成の要望も14件あった。健診や
出産への助成の内容や金額が自治体によって差があることについても、全国一律にし
てほしいという意見があった。

●妊婦への思いやり
電車やバスなどの公共交通機関で席を譲ってもらえないという不満が多かった（45

件）。さらに、妊娠中であることを知らせるための「マタニティマーク」をつけてい
ても席を譲ってもらえなかったという声も別に11件あり、マークの普及、啓蒙を求め
る声は、あわせて19件あった。

●病院に関すること
「病院・医師が少なく、健診に時間がかかる」「医師不足で近くに産科がなく、車で
30分かけて通院している」「里帰りを希望していたが、帰省先の県は産婦人科が激減
しており、諦めた」など、産院の減少に伴う不便を感じている意見が45件と多かった。

●職場・行政・社会に希望すること
「悩みや不安を相談できる施設・サービスがほしい」「近くに保育所がない」などの
行政による育児支援を求める声が多い。また、「夫が育児休業を取得できれば、親子
関係・夫婦関係がもっとよいものになると思う」「夫が定時で帰れる社会のシステム」
など、核家族化の進行もあり、配偶者が育児参加しやすい社会を求める声もあった。
また、仕事と職場に関しては、「妊娠初期のころ、職場の理解が得られず無理して働
いた」「産前 6 週の産休を 8 週前からとれるようにしてほしい」など、妊娠と仕事の
両立のしやすさを求める声があった。

プレママ441人の声�
～妊娠期妻のフリーアンサーより～�

参考資料�
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育児期妻の調査結果から、出産や新生児に関するデータを参考値として紹介する。

1 .  在胎週数
在胎週数は、出産予定日（40週 0 日）を含む40週での出産が433人（23.3％）とも

っとも多い。

― 46 ―

出産の実態�
参考データ�

0 100 200 300 400 500

26週�

27週�

28週�

29週�

30週�

31週�

32週�

33週�

34週�

35週�

36週�

37週�

38週�

39週�

40週�

41週�

42週以上�

無答不明�

1�

 2�

 3�

1�

　5�

0�

 6�

1�

　8�

　 19�

　　　44�

　　　　　　　　　　 159�

　　　　　　　　　　　　　　　　　 264�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　391�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　433�

　　　　　　　　　　　　     　207�

　　     52�

　   　　　　   264

（サンプル数 1860人）�

（人）�
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2 .  分娩の実態
75.8％が「経膣分娩」（「自然分娩」55.5％＋「吸引（かん子）分娩」8.7％＋「陣痛

促進」9.0％＋「陣痛促進＋吸引（かん子）分娩」2.6％）で出産し、9.9％が「緊急帝
王切開」、7.3％が「予定帝王切開」で出産した。吸引（かん子）を行った人は全体の
11.3％、陣痛促進をしたうえでの出産は11.6％であった。陣痛促進や吸引（かん子）
の処置をしたうえ、緊急帝王切開になった人も、わずかだが 9人いた。

出産の結果�

（％）�

（％）�

無答不明�

予定帝王切開�

55.5
自然分娩�

吸引（かん子）分娩�

2500g未満�

4000g以上 0.5

陣痛促進�

陣痛促進＋�
吸引（かん子）分娩�

緊急帝王切開�

8.7

9.0
2.6

9.9

7.3

7.0

（サンプル数　1860人）�

経膣分娩�

9.3 

2500～�
2999g

3000～�
3499g

3500～3999g

41.5 40.0 

8.6 

注）「無答不明」は除く（サンプル数 1712人）。�

4 .  産院入院中の出生児への治療の有無
これは、産院入院中に、生まれた子どもに光線療法、投薬治療などの治療や、保育

器での治療が行われたかどうかをきいたものである。

　 あり なし 無答不明�

出生児への治療 20.4 73.8 5.8

（％）�

　 平均値 �

分娩時間 10時間40分（640.6分）�

注）「無答不明」は除く（サンプル数 1336人）。　�

（サンプル数 1860人）�

3 .  出生時の体重

5 .  分娩時間の平均
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